
〒675 - 8611
兵庫県加古川市加古川町本町439番地
TEL：079- 451-5500（代表）

受付時間

受付：月曜日～金曜日
　　　8：00～11：00
診療：月曜日～金曜日
　　　8：45～17：00
休診： 土曜日・日曜日・祝祭日
　　　年末年始12月29日～1月3日

詳しくはホームページをご覧ください。募 集
ボランティア
外来案内、縫製や院内行事などの
お手伝いをして下さっています。

採用情報
資格、経験不問の職種もあります。
まずはお問い合わせ下さい。

加古川中央市民病院  ボランティア 検 索 加古川中央市民病院　採用情報 検 索

健康教室、各セミナーは現在中止しています。再開につきましてはHPにてお知らせいたします。

https://www.kakohp.jp/

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ
発熱等があれば、まずは地域の医療機関（かかりつけ医等）に電話でご相談ください。かかりつけ医などが無く、相談
先に迷う場合は、以下へご相談下さい。

最新の情報はHP掲載のお知らせを
ご確認ください。

TEL：079-422-0002（平日9時00分～17時30分）発熱等受診・相談センター
（加古川健康福祉事務所内）

TEL：078-362-9980（平日・休日　24時間）新型コロナ健康相談
コールセンター  

脳ドック がん相談支援室のご案内
地方独立行政法人 加古川市民病院機構 加古川中央市民病院　広報誌 1

2021
Jan.

地域のみなさまへ

「働き方改革」の実現に向けて、医療機関では治療と
仕事の両立支援が盛んに取り組まれています。当院
でも兵庫県社会保険労務士会と連携して、月1回の
無料相談会を開催予定です。仕事に関する法律の専
門家にお気軽にご相談できますので、仕事と治療の
両立に悩まれる方がおられましたら、是非ご利用
ください。

❶スタンダード脳ドック〈 脳卒中が気になる方へ 〉
MRI・MRAによる画像診断を主検査とし、脳疾患の
発症や進行の評価を行います。

❷専門医脳ドック〈 脳神経外科医師の診察を御希望の方へ 〉
専門医が症状に即したアドバイスをし必要に応じて
当院や医療機関への紹介を行います。

❸メモリードック〈 認知症が心配の方へ 〉
認知症診療専門医が認知機能を評価、予防をアドバイスします。

対象

日時

申込

ご自身の治療や、家族の介護・育児があり、
仕事との両立に悩んでおられる方

毎月　第2水曜日　13：00～16：00

完全予約制。079－451-5500（代表）にご連絡
いただき、「患者支援センターで両立支援相談会
の予約がしたい」とお伝えください。

項 目 料金・検査実施日※土日祝・年末年始を除く
❶スタンダード
　脳ドック 27,500円（税込）  月～金曜日 午後12時30分～

❷専門医による
　脳ドック 31,900円（税込）  金曜日 午前  8時30分～

❸メモリードック 36,463円（税込）  月・水曜日 午後12時15分～

【ご予約・お問い合わせ】 6F 人間ドック室（TEL：079-451-8703）まで

仕事と治療の両立支援に取り組んでいます。脳卒中・認知症を見逃さないための脳ドック

頭部ＭＲＩ断面図 頭部ＭＲＡ検査

【検査内容】問診・診察、頭部MRI・MRA検査・頚部MRA検査
　　　　　※❸のみ認知症テストあり

脳卒中について

「脳卒中のサイン」を見逃すな！
◆ 脳卒中の予防について
◆ 治療は時間との勝負！



　

脳
が
、突
然（
卒
然
）何
か
に
中
っ
た

か
の
よ
う
に
倒
れ
て
意
識
を
失
い
半
身

麻
痺
に
な
る
こ
と
か
ら
脳
卒
中
と
い
う

言
葉
が
で
き
ま
し
た
が
、病
気
の
原
因

は
脳
で
は
な
く
血
管
で
す
。脳
卒
中
に

は
、脳
へ
行
く
血
管
が
詰
ま
り
脳
細
胞

が
死
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
脳
梗
塞
と
、

脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
を
お
こ
す

脳
出
血
や
く
も
膜
下
出
血
が
あ
り
ま

す
。年
齢
と
共
に
血
管
の
壁
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、老
廃
物
な

ど
が
溜
ま
っ
て
血
管
の
内
腔
が
狭
く

な
っ
て
詰
ま
っ
た
り（
動
脈
硬
化
）、血

管
自
体
が
も
ろ
く
な
っ
て
破
れ
た
り
し

ま
す
。ま
た
血
管
の
弱
い
と
こ
ろ
が
餅

の
よ
う
に
膨
れ
る
と
脳
動
脈
瘤
と
い

う
コ
ブ
が
出
来
た
り
し
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、高
脂
血
症
な
ど

生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
病
気
を
持
っ

て
い
る
方
、タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
量

が
多
い
方
は
動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、か
か
り
つ

け
医
で
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
し
っ
か

り
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、脳
卒
中

の
予
防
と
し
て
大
切
で
す
。ま
た
、脳

梗
塞
の
原
因
と
し
て
、高
齢
化
社
会
と

共
に
増
え
て
い
る
心
房
細
動
と
い
う
不

整
脈
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。動
悸
な

ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、か
か
り
つ
け
医

で
心
電
図
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

脳
卒
中
を
疑
う
症
状
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。脳
梗

塞
と
脳
出
血
で
現
れ
る
症
状
に
は
大

き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、脳
の
ど
の

部
分
に
障
害
が
起
き
た
か
に
よ
っ
て
出

て
く
る
症
状
が
異
な
り
ま
す
。大
脳
が

や
ら
れ
る
と
、体
の
半
身
が
動
か
な
く

な
っ
た
り
、顔
が
ゆ
が
む
な
ど
の
麻
痺

症
状
と
、ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、言
葉
が

出
な
い
な
ど
の
言
語
障
害
が
現
れ
ま

す
。脳
幹
や
小
脳
に
障
害
が
起
こ
る
と
、

ふ
ら
つ
い
て
手
足
が
う
ま
く
動
か
な
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、最
も
ひ
ど
い

と
き
は
意
識
が
な
く
な
り
ま
す
。く
も

膜
下
出
血
に
つ
い
て
は
、突
然
バ
ッ
ド

で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
激
し
い
頭
痛
が
代

表
的
な
症
状
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
相
談
も
し
く
は
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
に
い

つ
起
こ
っ
た
か
と
い
う
時
刻
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。症
状
が
出
て
か
ら
ど
の
く

ら
い
時
間
が
経
っ
て
い
る
か
で
、治
療

法
が
変
わ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
回
復
す
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。脳
梗
塞
に
対
し
て
は
、発
症

４
時
間
30
分
以
内
で
あ
れ
ば
詰
ま
っ
た

血
栓
を
強
力
に
溶
か
す
薬
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す（tPA

療
法
）。出
血
と

い
う
副
作
用
が
あ
り
え
ま
す
が
、日
常

生
活
に
復
帰
し
、後
遺
症
も
軽
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。大
き
な
血
栓
の
場

合
はtPA

治
療
で
も
溶
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
、カ
テ
ー
テ
ル
を

使
っ
た
脳
血
栓
回
収
術
を
行
い
ま
す
。発

症
か
ら
時
間
が
経
ち
す
ぎ
る
と
こ
の
よ

う
な
治
療
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す

る
薬
や
脳
保
護
薬
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
機
能
回
復
を
図
り
ま
す
。

　

脳
出
血
は
、止
血
剤
と
血
圧
を
下
げ

る
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
。大
き
な

出
血
の
場
合
は
手
術
に
よ
り
血
液
の
塊

を
除
去
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。く
も

膜
下
出
血
は
脳
動
脈
瘤
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、

手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
脳
動
脈
瘤

を
治
療
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
24
時
間
、３
６
５
日
の
体

制
で
、脳
神
経
内
科
と
脳
神
経
外
科
が

連
携
し
て
脳
卒
中
に
対
応
し
て
い
ま

す
。脳
卒
中
は
予
防
が
大
切
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
す
が
、も
し

発
症
し
て
し
ま
っ
た
ら
、で
き
る
だ
け

早
く
治
療
を
始
め
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。ま
ず
は「
脳
卒
中
か
も
」と
疑
う
こ

と
が
大
切
で
す
。そ
の
際
は
す
ぐ
に
医

療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〇
〇
〇
〇
◎
〇
〇
〇

〇
●
〇
〇
〇
〇
◎
〇

冬
に
多
い
病
気
と
さ
れ
る
心
臓
や
血
管
の
病
。

冷
た
い
空
気
に
触
れ
る
と
、
血
管
が
収
縮
す
る
た
め
血
圧
が
上
が
り
、

脳
卒
中
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

発
症
後
す
ぐ
に
治
療
で
き
れ
ば
救
命
率
が
上
が
り
、

後
遺
症
も
軽
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

異
変
に
気
が
付
い
た
ら
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

特集 脳卒中について
﹁
脳
卒
中
の
サ
イ
ン
﹂を

見
逃
す
な
！

脳卒中
脳梗塞 くも膜下出血

脳の血管が詰まる

脳出血
脳の血管が
破れて出血する

こぶが破裂して
出血する

大きく分けて3タイプ

顔がゆがむ 片腕に力が入らない ろれつが回らない

当院ではしっかりと

かかりつけの先生と医療連携

を行っています。

当院の登録医一覧は HP で
加古川中央市民病院　開放病床登録医 検索

気になる症状があるときは

かかりつけ医の先生に
ご相談ください

緊急時には救急車 119番

片脚を引きずって歩く 急なふらつき 突然の激しい頭痛

取りのぞかれた血栓

　脳卒中治療において血管内手術（カ
テーテル手術）は重要な役割の一部を
担います。脚の付け根や肘の血管から
カテーテルを挿入し、脳や頚部の病変
部まで到達して治療します。カテーテ
ル手術は通常の外科手術に比べて大き
く皮膚を切ることなく施術でき、手術
時間が短く、多くの場合で局所麻酔下
に施術可能など利点が多い方法です。
体への負担が少ないとはいえリスクを
伴うこともあるため、厳密に適応を判
断して施行します。
　ここでは代表的な2つの治療を紹介
します。

動脈硬化によって細くなった頚動脈
を広げて脳梗塞を予防します

頚動脈ステント留置術

動脈硬化によって血管
が細くなった状態

ステントを留置して
血流が改善

血栓が取りのぞかれ
血流が再開

血栓が詰まって血液が
流れていない状態

血管に詰まった血栓を摘出して
脳血流を再開させます

脳血栓回収術

当院での治療の特徴

脳神経外科 科部長
木戸口 慶司

こんな症状が現れたら 脳卒中かも！
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脳卒中の
割合

7割 2割 1割
脳梗塞 脳出血 くも膜下

出血

脳神経内科
主任科部長
石原 広之

脳神経外科
科部長

木戸口 慶司
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○加古川市民の皆様を主な対象とし、新型コロナウイルス感染症による影響についてお聞き
する「市民アンケート」を実施しています。

○お答えいただいたご意見は、医療機関の安心・安全な受診環境の取り組み等に役立てて参
ります。ぜひアンケートへのご協力をお願いします。

○WEBでのご回答または、裏面のアンケート回答用紙に回答をご記入の上、返信はがき
（切手不要）を切り取り、ご返信ください。

回答締め切りは、2021年3月31日（水）です。

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

2021年1月

加古川中央市民病院

【注意事項】
○お答えいただいた内容は統計的にとりまとめますので、個別のご意見など、そのまま公表される
ことはございません。

○このアンケートで得られた結果は匿名化し、個人が特定できないように使用します。
 
○調査結果は学会等で使用する可能性はありますが、その際も匿名化が厳守された上で行います。

○アンケートにご回答頂くことで、上記の内容に対し同意を得られたものといたします。

2093
差出有効期間
令和3年3月31
日まで
〈切手不要〉

6 57 78 9 0

加
古
川
市
加
古
川
町
本
町
４
３
９
番
地

加
古
川
中
央
市
民
病
院
宛

加 古 川 局
承 認

WEBでも同様の
アンケートを
実施しています。

加古川中央市民病院のトップページまたは、

下記のQRコードからアクセスができます。

←左のQRコードを読み
取り、WEBアンケート
のご協力をお願いい
たします。

加古川中央市民病院の
新型コロナウイルス対策について

全館空調で、常時換気を
しています

職員の体調管理を
しています

職員のマスク着用を
義務化しています

新型コロナウイルスに対する感染拡大の防止を強化しています。
皆様のご理解、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

アンケートの回答方法

〒675 - 8611
兵庫県加古川市加古川町本町439番地
TEL：079- 451-5500（代表）
https://www.kakohp.jp/

アンケートご協力のお願い

入館の際に消毒を
お願いしています

皆さんにマスク着用を
お願いしています

待合での密集回避を
お願いしています

入館の際に全員検温と
問診をしています



新型コロナウイルス 行動変容アンケート 記入方法

  健康面について

・該当する項目にチェックを入れてください。

24．健康になった

25．自分の時間が持てるようになった

26．飲酒量が増えた

27．食事量が増えた

28．体重が増えた

29．イライラする

30．寝転んでいる時間が増えた

31．気分が沈みがち

32．寝付きが悪くなった

33．体調管理のため冷房・暖房を使用する時間が増えた

34．換気に気をつけるようになった

  受診の影響について

・受診において新型コロナウイルスの影響がある項目に
   チェックを入れてください。

35．影響がない

36．受診を控えている

37．治療を中断している

38．受診間隔を空けている

39．薬が切れている

40．持病が悪化した

・受診、訪問で控えている項目にチェックを入れてください。

41．軽い症状の疾患

42．リハビリテーション

43．検診、人間ドックの受診

44．検診、人間ドック後の再検、要精検

45．訪問診療

46．子供の予防接種

  医療機関の選択

・医療機関を受診する上で重要視する項目に
  チェックを入れてください。

47．新型コロナウイルス発生前と変わらない

48．患者が少ない施設 

49．待合が広い施設

50．待ち時間が短い施設

51．予約なしの診察をしていない施設

52．入り口で体温測定するなど患者の動線を分けている施設

53．患者にマスク着用を義務付けている施設

54．感染防止対策を行っている施設

55．職員で新型コロナウイルス感染者が出ていない施設

56．新型コロナウイルス感染者を受けいれていない施設

57．駐車場の台数が十分にある施設

  医療機関の受診にあたって

・該当する項目にチェックを入れてください。

58．予約時間を守ってほしい

59．ＰＣＲ検査を受けたい

60．オンライン診療・電話再診を利用したい

61．受診についての基準など正しい情報を知りたい

  今後について

・以前の行動様式に戻る基準はありますか
  該当する項目にチェックを入れてください。

62．収束までの時間の経過

63．ワクチンの開発、接種

64．治療薬の開発

65．今後も以前の行動様式には戻らない

・地域の新型コロナウイルスの医療体制について
  該当する項目ひとつにチェックを入れてください。

66．満足

67．やや満足

68．どちらでもない

69．やや不満

70．不満

  感染予防について

・日常生活において心がけている項目・変化した項目に
  チェックを入れてください。

  身体的距離について

  １．外出を控える

  ２．遊びに行くなら屋内より屋外を選ぶ

  ３．人との間隔を取る

  ４．３密（密集、密接、密閉）の回避を心がける

  マスクについて

  ５．外出をする時はマスクをする

  ６．会話をする時はマスクをする

  ７．家にいるときも会話をする時は、マスクをする

  ８．マスクやハンカチなどを使い「咳エチケット」を心がける

  手洗いについて

  ９．家に帰ったら手を洗う

10．30秒程度手洗いをする

11．こまめに手洗い、手指消毒をする

  体調管理

12．毎日体温をはかる

13．高齢の方と会う時は体温測定などの体調管理を心がけている

14．持病のある方と会う時は体温測定などの体調管理を心がけている

15．発熱や風邪の症状がある時は無理せず自宅療養をする

16．インフルエンザの予防接種を受けた

  移動

17．公共交通機関での移動を控えている

18．帰省、旅行を控える

19．出張を最小限に控える

20．地域の感染状況を確認する

21．感染が流行している地域への移動を控える

22．発症した時のため、誰とどこであったのかメモをする

23．テレワークなど働き方が変わった

・各質問事項に該当する場合、返信用はがきの
  回答欄にチェックを入れてください。

１．外出を控える
２．遊びに行くなら屋内より屋外を選ぶ
３．人との間隔を取る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

1

2

3

□

□

□

1

2

3

□

□

□

【アンケート回答用紙】
性 別

□ 男性　□女性　□その他　□回答しない

同居家族

□ 子ども　□妊産婦　□高齢者

年 代
□ 20歳未満　□20歳代　□30歳代　□40歳代
□ 50歳代　□60歳代　□70歳代　□80歳以上

基礎疾患

□ なし　□慢性呼吸器疾患　□慢性腎臓病
□ 糖尿病　□高血圧　□心血管疾患
□ 肥満　□その他（　　　　　     ）

該当する項目にチェックを入れてください。
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